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「発想を変える」 「ものの見方を変える」

「現状維持圧力に対する挑戦意識」

1997年 Appleの CEOに復帰したばかりだったスティーブ・ジョブズの哲学を反映させた
Apple Computerのスローガン



アップル

違う考えを持ち、世界を前に進ませた人々



情熱を燃やす人は、
社会をより良い方向に導く!



私たちの存在理由は・・

違う考えを持ち
社会を前に進ませる!



さあ、はじめましょう!!



DX（デジタルトランスフォーメーション）？

•デジタル技術を浸透させることで、人々の生
活をより良いものへと変革すること

•既存の価値観や枠組みを、根底から覆すよう
な革新的なイノベーションをもたらすもの



日本国内の福祉事情は?
日本国内の福祉事業所は人手不足に悩まされており、人材確保

の問題を解決するために、テクノロジーや自動化を利用するケー
スが増えている。

より良い賃金、福利厚生、労働条件を求め、有能な職員たちが
仕事を辞めている。その結果、人手不足が深刻化している。

今現在の状況は、多くの法人や事業所が職員を集めるために賃
金を上げたり、更なる福利厚生の充実をさせているが、中には技
術的な解決策（テクノロジー等）に移行（依存・願望）している
ところもある。



１．福祉施設・在宅介護分野での
DX化（ICTやロボット・新機材導入）の
ご経験、良かった点、難しかった点。

職員への浸透の苦労など



学ぶ者と学ばない者

全ての管理者で違いを共有



法人・理事長
施設長・管理者



これから日本人が激減します。
その為の準備に入りましょう！
●今と同じサービス（質を担保）を提供する為にICTや
ロボットで補う
●これからのロボットは、もっと身近な存在になる
●私たちがすべき事は、輝くスター（人財）の育成に専
念する事
●時代の流れに抗う事なく、少しずつ先手を打つ
●職員たちをテクノロジーで守り、幸せな職場環境を提
供する



施設・在宅介護で起こり得る不安とは?
・人手不足
・体力の低下
・サービス提供スピードの低下
・コミュニケーション能力の低下
・記憶力や判断力の低下
・腰痛や膝痛
・孤独 等



ヒントが「プロが選ぶ日本のホテル・旅館100選」
36年連続総合１位を受賞した「加賀屋」にある

２０２１年１０月２２日（金）

経営ブレスト会議 理事⾧資料

山田一久



お客さまの立場に立って考え、常に顧客の
期待を正確にとらえ、「気を働かせ、笑顔で、
お客さまの一歩先を行くおもてなし」によっ
て、感動を提供します。

感動提供の立役者はお客さまと接する時間
が最も⾧い客室係です。客室係が思う存分、
お客さま対応に集中できるように後方支援シ
ステムを導入しています。



見えないところで効率化

「おもてなし」を支えるロボットの活用
（料理自動運搬システムを導入）



人間味溢れるおもてなし時間の一つ

心を込めた料理の提供は「手から手」へ





世界各国で広がっている「配膳ロボット」



今現在、働くデイサービスセンターほほえみの園で稼働中



今現在、スマイリング・パーク本部で稼働中



２．今後のDX化
AI活用などの方向性



今の時代についていけていますか?
～アプリや車の変化を通し己を俯瞰する ～



みなさん、これらのAPPを知っていますか？



みなさん、これらのAPPを知っていますか？



考えるな!感じるんだ!

己が考えているよりも進化（成⾧）スピードは凄まじい
考えるよりも、感じたままに受け止め動く方が良い



事業に関係する事として捉える
～時代の流れを読み、少しずつ先手を打つ ～



Society 5.0時代へ法人を舵取り
（ムーンショット事業部設立）



壮大な目標を掲げ、イノベーションを起こす!



スマイリング・パークは内閣府スーパーシ
ティ・オープンラボに登録！

将来、行政、企業とのコラボレーションを進
めています。

オープンラボ登録



令和2年
スマイリング・パークの登録









～コンピューター上で行われる業務プロセスや作業を人に代わり自動化する技術～

働き方改革を実現する

Robotic Process Automation





RPA（Robotic Process Automation）







ケアプランも



３．地域とのコラボレーション、
職員の目標管理など経営面の工夫



地域と繋がるICT

大学や企業とのコラボレーション





スマイリング・パーク 2017年11月導入



スマイリング・パークの合言葉（目標）

職員数1,000名! 売り上げ30億円!





令和3年３月３１日 現在
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法人事業中期予測と職員数について

H14～H24年
10年間、職員数の変動はほぼ無く

40名～90名で推移

H25～R3年
事業数増に伴い
職員数増加

H30年度 250名
R元年度 300名
R2 年度 370名

R3年度 420名



スマイリング・パーク経営面の工夫の一つ
オンライン会議室の整備で効率化



令和2年4月
法人本部事務所移転 稼働



経営ブレスト会議

運営ブレスト会議

旗艦会議

理事⾧

法人本部 施設⾧

園⾧ 管理者

部署責任者

ブレスト（ブレインストーミング）
「集団でアイデアを出し合い、ユニークで新しいアイデアを生み出す」



福祉機器導入は
自分でも欲しいモノ



乗るならコレ





5cmの段差の乗り越えを可能

前輪は24個の小さなタイヤにより
76cmの回転半径を実現





これからは、もっと!進化!!



感性アナライザ（ケアコミュニケータ）とのコラボ

開発者:満倉靖枝 教授（博士）

慶応義塾大学
生体信号処理
脳波解析
画像処理
画像意味解析
印象解析



まだまだ課題は多いにせよ、自動運転車いす
は既に実現しました。
今後は、この自動運転車いすに感性アナライ

ザ（ケアコミュニケータ）の機能を融合させる
べく久留米工業大学、慶應義塾大学と研究を進
めております。
そう遠くない未来に「思い」による自動運転

が可能となります。

今 後



最終目標は自動車と同じ
車いすシェアリング!



Albert Einstein
アルベルト・アインシュタイン

誰かの為に生きてこそ
人生には価値がある

ご清聴、ありがとうございました!! 社会福祉法人スマイリング・パーク
理事⾧ 山田一久


